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パート 1. 共通機能のご案内 

Ⅰ）共通機能と注意点 
 

共通 I-1）動作環境 
JAFTAS のご利用には、以下の動作環境を推奨します。 
 

 

 

  
 
 

共通 I-2）画面とブラウザの設定 
推奨する画面解像度：Full HD（1920×1080 以上） 

※パソコンのディスプレイ設定は拡大率100％以上を推奨

します。 

※Google Chrome または Microsoft Edge をご利用の

場合 

ブラウザの設定によっては JAFTAS の表示の崩れや、

文字が見えにくくなる事があります。 

 

文字の一部が掛けたり、文字が重なって表示された

りといった問題が生じた際には、お手数ですが、ブラ

ウザの画面右上の設定タブの「ズーム機能」の「－

（マイナス）」ボタンより、画面の縮小表示をお試し

ください。 

 

 

 

OS Windows10 以降 

ブラウザ 
Google Chrome 

Microsoft Edge 

ソフトウェア 

表計算ソフト（Microsoft Excel など） 

任意のテキストエディタ（メモ帳など） 

PDF 閲覧ソフト（Adobe Reader など） 
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共通 I-3）主要な用語   
 

◆対象業務に関する用語の定義 

「FTA」 日本が諸外国と締結している経済連携協定と自由貿易協定を指します。 

「締約国」 日本および日本と FTA を締約している国ないし地域を指します。 

「FTA 対象品」原産資格調査を行うものとして契約利用者が登録した物品を指します。 

「輸出品」 FTA 対象品のうち、日本国内で生産行為が行われたものとして、対象品そのものが締約国に輸出さ

れる物品を指します。 

「構成品」 FTA 対象品のうち、日本国内において輸出品を生産するために用いられた部品、材料を指します。 

「輸出者」 輸出締約国に所在する者であって、当該輸出締約国から特定の産品を輸出または輸出兼生産す

る立場のものを指します。 

「生産者」 FTA 対象品を生産しているか、または、自らは生産をしていないが、生産に係る情報を有し原産資

格調査を行うことができる立場の者を指します。 

「内製品」 FTA 対象品のうち、自社が生産を行う輸出品または構成品を指します。 

「外製品」 FTA 対象品のうち、自社以外の第三者が生産を行う輸出品または構成品を指します。 

「原産資格」 FTA 特恵税率を受けるための要件を指します。 

「原産資格調査」 利用者が本サイトの原産資格調査機能を用いて FTA 対象品の原産資格判定を実施する

ことをいいます。 

「証明書等」 輸出する FTA 対象品が原産資格を満たすことを輸入締約国の当局または輸出者に対して申告な

いしは誓約する書類であって、輸入者、輸出者または生産者等が各 FTA に基づき作成するものをい

い、各 FTA における「特定原産地証明書」等を含みます。 

「サプライヤー証明書」  調査依頼を受けた回答者が、FTA 対象品の原産資格調査を実施した結果、原産資格

の充足が確認された場合、これを証明するために依頼者へ提出する証明書をいいます。 

「検認」 輸入締約国の税務当局が、自国に輸入された FTA 対象品が原産資格を満たすかどうかを確認す

るため、輸出締約国の権限のある政府当局、輸出者ないし生産者等に対し、確認を要請する行為

を指します。なお、輸出者ないし生産者等の施設訪問を通じて情報を収集する行為を含みます。 

 

◆原産資格調査に関する用語の定義 

「TKTC 審査」 契約利用者と当社との間で別途締結する本契約のオプションサービスとして、当社が、利用

者の行った原産資格調査の結果に基づき、輸出品ないし構成品の原産資格を当社で規定する手

続に従って検証することを指します。 

「達成」 FTA 対象品の原産資格調査を実施した結果、原産と判定されたことを指します。 

「未達成」 FTA 対象品の原産資格調査を実施した結果、非原産と判定されたことを指します。 

 

◆利用区分に関する用語の定義 

「契約利用者」 本契約を当社と締結し、本サイトを通じて第 8 条に規定する FTA 対象品の登録を行い、原産

資格調査、調査依頼を実施することができる利用者をいいます。 

※JAFTAS Lite 契約者を含みます。 

「一般利用者」 契約利用者からの調査依頼に基づいて原産資格調査を実施する目的のみにおいて本サイトを利

用する利用者をいいます。一般利用者による原産資格調査の実施には、一般利用者が本サイトに

仕入先を招待し、当該仕入先に対して原産資格の調査依頼を行うことを含みます。 

「依頼者」   本サイトを通じて生産者等に原産資格調査を依頼する立場の利用者を指します。 

「回答者」   依頼者の求めに応じ原産資格調査を実施した結果、または、本サイトを通じて自ら調査依頼を行っ

た仕入先から受領した回答結果を、本サイトを通じて依頼者に回答する立場の利用者を指します。 

 

※JAFTAS 利用規約も併せてご確認ください。 
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◆本サイトに関する用語の定義 

「アカウント」  本サイトの利用単位であり、利用者１社または１個人(個人事業主の場合)に対し１アカウントが付 

与されます。利用者は、利用者の利用開始時に当社から付与される企業 ID をもとに本サイトを利用 

することとします。 

「ユーザー」   各アカウントに所属する本サイトの操作者として、ユーザーID(電子メールアドレス)を設定した個人を指 

します。 

「アカウント管理者」 JAFTAS 登録企業毎に 1 名必ず設定していただきます。企業登録後、一番初めにユーザー

登録した方が自動的にアカウント管理者になります。アカウント管理者は登録後変更可能です。 

「個人認証情報」  本サイト利用に際して付与されるユーザーID(電子メールアドレス)およびパスワードを指します。 

「企業情報」  利用者が本サイトに登録した利用者情報を指します。 
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共通 I-4）ログイン・ログアウト 
 

◆ログイン 

 

(1) ログイン URL にアクセスし、ログイン画面に必要事項

を入力後、「ログイン」をクリックします。 

※ログイン URL は利用者によって異なります。 

 

① 「メールアドレス」…ログインするユーザーのメールアドレス 

（半角英数字 100 文字以内） ※必須入力 

② 「パスワード」…ログインするユーザーのパスワード 

（半角英数字記号 8~20 文字以内） 

 ※必須入力 

 

(2) システムへのログインに成功したら、トップページに遷移

します。 

 

◆初回ログイン 

 

(1) JAFTAS に初めてログインするユーザーに対しては、ログイ

ン URL と初期パスワードが記載されたメールが送信されま

す。 

当該メールを受信したメールアドレスがログイン ID となりま

すので、左記ログイン画面より必要情報を入力します。 

 

(2) システムへのログインに成功すると、パスワード変更画面に

遷移しますので、任意のパスワードを設定し、利用を開始

します。 

  

 

 

 

  

【パスワードの条件】 

半角英大文字、半角英小文字、半角数字、半

角記号、それぞれ 1 字以上含む 8 文字以上 20

文字以内 

◆２時間以上一定の操作がない場合、ま
たは操作中の内容について他のユーザー
による更新が一定回数以上行われた場
合には、再度ログインが必要です。 
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◆パスワードの変更 

 

パスワードは 60 日ごとに更新が必要です。 

前回のパスワード設定から 60 日経過すると、ログイン時に

自動でパスワード再設定画面に切り替わります。 

画面表示に従い、再設定をお願いたします。 

 
前回の設定から 60 日以内に変更することも可能です。 

(1) ログイン中、画面上部ヘッダー部分のログイン中の「ユー
ザー名」をクリックします。 

 

(2) ドロップダウンの「パスワード変更」をクリックします。 

 

(3) 再設定画面に遷移しますのでパスワードを再設定します。 

 

◆パスワードを忘れた方 

 

(1) パスワードを忘れてしまった利用者は、ログイン画面より「パ

スワードを忘れた方はこちら」をクリックし、登録メールアドレ

スを入力します。 

 

 

 

 

(2) ポップアップを確認し、「送信」をクリックすると、パスワード

変更用の URL が記載されたメールが届きます。 

メールに従い、パスワードの変更を行ってください。 

 

  

◆過去に使用したパスワードは、５回前の
ものまでは再度設定できません。６回よ
り以前に設定したものは再度設定できま
す。 



 

©Tokyo Kyodo Trade Compliance 目次へ戻る  Ⅰ共通   8  

Ver.8.5 

共通 I-4） 

◆パスワードの誤入力によるログイン制御 

 

パスワードを 5 回連続して誤入力すると、ログインにロックが

かかります。 

 

   方法１）10 分を経過した後には再度ログインを行ってい

ただけますので、お時間をおいてお試しください。 

 

   方法 2）設定済みパスワードをお忘れの場合は、上記

「パスワードを忘れた方」を参考に、再度パスワ

ードを発行してください。 

 

 

 

◆ログアウト 

 

(4) ログイン中、画面上部ヘッダー部分（次ページもご参照く

ださい。）のログイン中の「ユーザー名」をクリックします。 

 

(5) ドロップダウンが表示され、ログアウトをクリックするとシステム

からログアウトし、ログイン画面に遷移します。 

 

◆セキュリティ強化のため、パスワード誤入
力によるロック状態でも「メールアドレスま
たはパスワードが間違っています。規定回
数以上間違えると、アカウントがロックされ
ますのでご注意ください（ロックされたかど
うかは表示されません）」のメッセージが
表示されます。 
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共通 I-5）画面の構成のご紹介 
 

◆トップ画面について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

1) トップバー 

 
・常に画面に表示されており、トップバー（左）の
JAFTAS マークをクリックするといつでもトップ画面に戻り
ます。 

 
・トップバー（右）には以下の情報が表示されています。 

 -企業名（ログインアカウント企業名） 
 -企業 ID（C で始まる企業 ID） 
 -ユーザー名（ログイン中のユーザー情報） 
 
・トップバー（右）をクリックすると、右図のとおりプルダウン
メニューが表示されます。 
 -ユーザー詳細：ログイン中のユーザー情報が別タブで 

表示されます。 
 -パスワード変更：パスワード変更画面に遷移します。 
 -ログアウト：ログアウトします（前ページ参照） 
 

 

XXXXXXX 
 

XXXXXXX 

１）トップバー 
ログインユーザー情報が表示されてい
ます。クリックすると 3 つの操作が展開
されます。 

■ログイン者情報 
ログインユーザー情報が表示されます。 

3）お知らせ 
全企業向けのお知らせです。 

2）タスクリスト 
特定の操作について、対応が必要な
場合、該当 ID が表示されます。 

■JAFTAS メニュー 
×をクリックするとメニューが閉じます。閉じ
た状態で≡をクリックすると再度表示されま
す。 

４）各種コンテンツボタン 
JAFTAS 利用規約や操作に関するマニュアル等の閲覧・動画解説の視聴が 
できます。操作説明会のお申し込みもこちらから可能です。 
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2) タスクリスト 
 

・即時配信メールが送信される特定の操作について、対
応が必要な場合、該当の ID と対応方法についてリス
トが表示されます。 
※対応すべき特定の操作がない場合、タスクリストを

開くと「現在、タスクリストはありません」と表示されま
す。 

 
・画面右上のお名前の右横に表示される「✔」マークをク
リックすると内容が表示され、ID をクリックすると、該当
の画面に遷移します。（未読のタスクリストがある場合、
「✔」マークに赤丸が表示されます。） 

 

・未読にチェックを入れると、既読のIDのタスクリストは非
表示となりますが、必要な操作が完了するまではタスク
リスト自体をご自身で消すことはできません。JAFTAS 
内でのタスク管理にお役立てください。 
※未読のチェックはログアウトするとリセットされます。 

 
・タスクリストが表示される具体的な操作等、詳細につき
ましては別添資料 2) 配信メール・タスクリストについ
てをご参照ください。 

 
 
 

 
3) お知らせ 
 

・システムメンテナンスのお知らせなど、全企業向けのお 
知らせが掲載されます。 
 
 
ログイン後 
＞お知らせ（最新の 3 件を表示します） 
＞+ 過去のお知らせもすべて表示する（お知らせ表

示内をスクロール可能です） 
＞+ 過去のお知らせをすべて展開する（過去のお知

らせを一覧ですべて表示します） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

+ 過去のお知らせも全て表示する 

最新の 3 件 

スクロール 

過去のお知らせを 

一覧で表示 

+ 過去のお知らせを全て展開する 

◆アカウント管理者の場合を除き、作業担
当者に登録されている、もしくは作業履歴
にお名前がある ID について、タスクリスト
が表示されます。 

該当画面へ遷移 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached02.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached02.pdf
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4) 各種コンテンツボタン 

 
・「規約」ボタン 
JAFTAS 利用規約がダウンロードできます。 

 
・「操作マニュアル・動画」ボタン 
JAFTAS サイトに移行します。 
閲覧またはダウンロードしたいファイルのリンクをクリック 
すると、必要なデータを入手できます。 

 
・「よくあるご質問集」ボタン 
サポートデスクに寄せられている「よくあるご質問集」の 
pdf が開きます。 

 
・「開催中の説明会の一覧/お申し込み」ボタン 
JAFTAS 操作説明会の申し込みサイトに遷移します。 
 
 

5) JAFTAS Lite 契約情報 ※JAFTAS Lite 契約者のみ 
 
・JAFTAS Lite 契約者のみ、契約期間と調査件数が 
トップ画面に表示されます。 

・契約件数の残りが 10 件以下になると、赤字で「まもな   
く契約件数が上限となります」とメッセージを表示します。 

件数の追加を希望する場合はサポートデスクまでご相
談ください。 
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◆JAFTAS メニューについて 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

契約利用者 

 

▶ユーザー設定 

  ・アカウント管理者または同等の管理機能を持つユーザーによって、任意の 

   ユーザーを登録することができます。 

  ・グループ登録により、ユーザーごとに特定の取引先/自社品番のみに業務を 

限定することができます。 

▶入力補助マスタ 

  ・JAFTAS をより便利にお使いいただくために、事前に登録する情報です。 

  ・マスタ登録を事前に行うことにより、各業務においての情報入力負担や 

   タイプミスなどの事務ミスを軽減・防止することができます。 

▶FTA 対象品(輸出品)（Exports） 

▶FTA 対象品(構成品)（Parts） 

  ・契約利用者が使用するメニューです。原産資格を確認したい FTA 対象品を 

   ここで登録し、依頼や調査を開始します。 

※FTA 対象品(構成品)(P)は JAFTAS Lite 契約者は対象外です。 

 

▶原産資格調査（Determine） 

  ・FTA 対象品の原産資格の有無を調査する際に使用するメニューです。 

  ・自社が生産している場合、このメニューに搭載された機能を使い、簡便に 

   原産資格調査を進めることができます。 

▶調査回答・回答送信（Answer） 

  ・原産資格調査の依頼を受領した際に使用するメニューです。 

  ・調査の受領・回答状況、調査依頼に対する差戻、回答取下通知の 

   送信など、受信した依頼に対する操作を行います。 

▶調査依頼・回答受信（Request） 

  ・原産資格調査を依頼する際に使用するメニューです。 

  ・依頼した調査の進捗状況の管理や、すでに受領した調査結果に対する 

   原産性喪失の連絡もここから確認できます。 

◆操作マニュアル・動画・よくあるご質問集・画面共有サポート 

  ・操作マニュアルや Q&A 等の閲覧、動画の視聴ができます。 

◆企業情報（利用プラン一覧） 

・自社アカウントの利用状況を確認できます。 

◆企業情報（更新） 

・自社情報の管理や更新ができます。 

契約利用者 

▶原産資格証明書（Identification） 

・契約利用者が使用するメニューです。原産資格が確認された FTA 対象品 

について自己証明の原産資格証明情報(申告文情報)を提供します。 

▶取引企業管理 

  ・JAFTAS ユーザーとしてつながる企業の情報を表示します。 

  ・JAFTAS に取引先を招待することにより、調査の依頼を実施できます。 

契約利用者 

契約利用者 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_answer.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_request.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_identification.pdf
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◆JAFTAS で使用される ID について 

  JAFTAS では業務に関する複数の ID が自動で発行され、それぞれ各種一覧での検索や、依頼－回答
状況の照会、サポートデスクへの相談時などに利用されます。 

 

ID 名称 形式 詳細 

企業 ID C＋数値 10 桁 
当該企業(アカウント)にひとつ設定されます。各種データのアップロード時

に、識別子として入力します。 

依頼 ID R＋数値 10 桁 

契約利用者・一般利用者が原産資格調査の依頼を行うと、JAFTAS

システムから自動で採番されます。 

※一般利用者の場合はアカウント内で連番とはなりません。 

回答 ID A＋数値 10 桁 

契約利用者・一般利用者が原産資格調査の依頼を受領し、回答を

開始すると、JAFTAS システムから自動で採番されます。 

※一般利用者の場合はアカウント内で連番とはなりません。 

調査 ID D＋数値 10 桁 

契約利用者・一般利用者が調査を開始すると、JAFTAS システムから

自動で採番されます。 

※一般利用者の場合はアカウント内で連番とはなりません。 

輸出品 ID E＋数値 10 桁 

FTA 対象品(輸出品)で調査対象品の登録をすると、JAFTAS システ

ムから自動で採番されます。 

※契約企業のアカウント内で連番となります。（JAFTAS Lite の場合

を除く） 

構成品 ID P＋数値 10 桁 

FTA 対象品(構成品) で調査対象品の登録をすると、JAFTAS システ

ムから自動で採番されます。 

※契約企業のアカウント内で連番となります。 

発行 ID I＋数値 10 桁 

原産資格証明書(I)にて原産資格証明書もしくは申告文情報を登録

した場合に、JAFTAS システムから自動で採番されます。 

※契約企業のアカウント内で連番となります。 

 

◆JAFTAS で管理されるその他の番号について 

   JAFTAS では、下記の番号やコードをキーに業務を進めます。 

番号名称 形式 詳細 

法人番号 数値 13 桁 

当該企業(アカウント)登録の際に企業特定のために用います。 

日 EU 協定における原産地証明書(申告文)のデータダウンロード

項目でもあります。 

日商企業登録

番号 

半角英数字 

(日商システムに 

従う) 

日商「特定原産地証明書発給システム」の企業登録番号を登

録しておくことができます。 

同意通知を依頼する際に同意通知先として通知されます。 
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納品先コード 半角英数字記号 

自社で管理する納品先(得意先)コードを JAFTAS に取り込むこ

とができますので、データ連携にご活用ください。※形式任意 

・JAFTAS 上では依頼－回答関係が構築された特定企業(アカ 

ウント)に紐づいて管理され、1 企業に複数設定が可能です。 

・グループ登録により業務範囲を限定する際にも用います。 

仕入先コード 半角英数字記号 

自社で管理する仕入先コードです。※形式任意 

※調査依頼を行う際には入力必須の項目です 

自社システムの番号構成のまま JAFTAS を利用できます。 

・JAFTAS 上では依頼－回答関係が構築された特定企業(アカ

ウント)に紐づいて管理され、1 企業に複数設定が可能です。 

・グループ登録により業務範囲を限定する際にも用います。 

生産拠点コード 半角英数字記号 
自社の生産拠点情報を事前に登録し、調査時に簡便に入力で

きる仕組みを管理する任意の番号です。 

輸入者コード 半角英数字記号 
契約利用者が原産地証明書(申告文)を作成する際に輸入者

情報を簡便に入力できる仕組みを管理する任意の番号です。 

 
 

◆JAFTAS に登録できる FTA 対象品の管理番号について 

   JAFTAS では、自社システムと連携して任意の下記番号を設定できます。 

 

番号名称 形式 詳細 

品番 
半角英数字
記号 

自社で管理する FTA 対象品の品番です。※形式任意 

・自社システムの番号構成のまま JAFTAS を利用できます。 

・依頼を行う際、当該品番情報が伝達されます。 

・各種文書(日商提出書類、サプライヤ証明書など)に印字されます。 

補助品番 
半角英数字
記号 

自社品番を補足する番号です。※形式任意 

・同一自社品番の識別子としても利用できます。 

・自社システムの番号構成のまま JAFTAS を利用できます。 

・依頼を行う際、当該補助品番情報は伝達されません。 

属性 1～5 
属性 1 のみ
数値 

輸出品/構成品をひとつ登録するごとに5種類の属性を設定できます。

部署、型式、仕向地などの管理にご活用下さい。 

※属性 1 は数値のみ入力可能です。(購入金額の管理を想定) 

支給品番 
半角英数字
記号 

依頼作成時、当該 FTA 対象品の生産に必要な支給品が存在する

場合に、事前の支給品情報登録により、簡便に当該情報を入力でき

る仕組みを管理する任意の番号です。 

支給品補助
品番 

半角英数字
記号 

上記「支給品番」が複数ある場合、管理を行うための補助番号として

任意入力します。 
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◆JAFTAS がシステムとして保持するマスタについて 

   JAFTAS が保持する各種マスタは、下記の定義により管理されています。 
 

番号名称 形式 詳細 

国コード 英字 2 桁 ISO 3166-1 alpha-2 規格の英大文字の 2 文字コード 

協定コード 英字 2 桁 
NACCS システムに準じた英大文字の 2 文字コード 
※一部の協定はこの限りではありません。詳細は別添資料
１をご覧ください。 

 
 

◆JAFTAS 上で管理される自社作成マスタについて 

 
  以下の情報を入力補助マスタとして事前登録すると、誤入力を防ぎ、効率的に業務を進めることができます。 

※詳細については、共通機能 II-3）入力補助マスタについて をご参照ください。 
 
 ・輸出品/構成品 +品番 HS コード 
 ・品番変換 
 ・品番仕入先 
 ・生産拠点 
 ・支給品 
 
 

◆JAFTAS における画面の遷移について 

 
JAFTAS では、以下の 4 画面がセットとなり主要業務が行われる仕組みになっています。 
各画面で主に使われる［編集］画面と［詳細］画面は、下記の役割分担があります。 
 
 
 
 
 

 
＜例＞輸出品(E)/構成品(P) 

    ・左メニューから「登録」または「インポート」します。 
    ※一覧から「新規作成」のクリックにより［登録］画面に遷移することもできます。 
  
 
 
 
 
 
 
 

  

他の業務（詳細画面）からの遷移 

  詳細 

一覧 

登録   編集 

  編集 

  詳細 

＝各業務の入力内容の更新や、レコードの削除ができます。 

＝入力内容は編集できません。後続業務につながる操作ボタンがクリックできます。 
  ※他の業務からの流れでは、一部を除き詳細画面から詳細画面へ遷移します。 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common02.pdf


 

©Tokyo Kyodo Trade Compliance 目次へ戻る  Ⅰ共通   16  

Ver.8.5 

共通 I-5） 

＜画面遷移のポイント＞ 
    ・JAFTAS では、操作権限を細かく分ける事により社内の業務分担が可能です。 

 

確定可能 入力可能 閲覧可能 閲覧不可 

 
 
・「入力可能」「確定可能」権限者が業務をまたがる遷移をする場合、最初に［詳細］画面にて内容
をご確認のうえ、編集する際に「編集」をクリックしていただきます。 

  ※原産資格調査（D）のみ、［編集］画面から作業を開始することができます。 
 
 
 
 

◆メニューバーからの共通操作について 

 

本マニュアル「◆JAFTAS メニューについて」のとおり、業務ご

とに操作を始めるメニューバーが左側に表示されています。 

 

① ダッシュボード・・・＜調査依頼・回答受信(R)＞メニューと 

＜調査回答・回答送信(A)＞メニューにおいて、他の

アカウント(JAFTAS 利用企業)ごとの業務ステータスが

一覧化されており、適宜一覧に遷移できます。 

 

② 一覧・・・ほとんどのメニューに設定されており、各メニューに 

おける案件の一覧が表示されます。一覧から各業務

画面への遷移や、まとめて操作を行うことができます。 

※一覧の下にいくつかのインデントが表示されている場

合、一定の条件で絞り込んだ状態での一覧を表示

することができます。 

 

③ 通知一覧・・・＜調査依頼・回答受信(R)＞と＜調査 

回答・回答送信(A)＞において、他のアカウント 

(JAFTAS 利用企業)とのやり取りが発生することから、

通知が送信された場合にはこの一覧から確認すること

ができます。 

なお、＜調査依頼・回答受信(R)＞においては＜原

産資格喪失通知一覧＞メニューが別途用意されて

います。 

  

① 
② 

③ 



 

©Tokyo Kyodo Trade Compliance 目次へ戻る  Ⅰ共通   17  

Ver.8.5 

共通 I-5） 

◆各種一覧について 

 

【一覧の操作項目】 

① 表示件数（初期表示 20 件）を変更できます。 

② まとめて操作を行うときはここをクリックして選択します。 

③ 鉛筆マークをクリックすると[編集]画面が表示されます。 

④ 虫眼鏡マークをクリックすると[詳細]画面が表示されます。 

⑤ 各項目の右側▼をクリックすると並べ替えができます。 

⑥ 「ダウンロード」ボタンから一覧をダウンロードできます。 

 

 
 

＜グループ設定によって特定の案件のみの操作が可能なユーザーの一覧操作＞ 

操作を行う対象が限定されているユーザーは、操作対象の案件のみに③鉛筆マークと④虫眼鏡マークが表

示されます。 

虫眼鏡マークの上の☑ボックスをクリックすると、操作可能な案件のみを特定して表示できます 

※本機能は、一覧のフィルタリングを行うものです。複数ページにわたった一覧の場合、次ページ以降も同

様に操作をしていただく必要があります 

⑦ 項目の青字から資料ダウンロードやページ遷移ができます。(※ステータス‟承認済”の場合のみ) 

⑧ 作業中の行は薄緑色で表示されます。 

⑨ 特定の行を選択しながらスクロールするときは薄紫色で表示されます。 

 
 

⑧ 

⑨ 

⑦ 

① 

② ③ ④ ⑤ 

⑥ 

◆一覧の表示を阻害しないよう、表示の前
に「検索」ボタンをクリックする仕様になっ
ています（一部一覧を除く）。必要な
検索条件を入力のうえで「検索」を行う
と、表示スピードの減速を抑えることがで
きます。 

◆検索条件を絞り込み後、「ダウンロード」
ボタンをクリックすると、絞り込んだ結果の
みダウンロードが可能です。 
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【検索項目の表示/非表示】 

下記の一覧画面では、詳細検索項目の表示/非表示が可能です。 

画面左上にある「詳細検索条件表示」/「詳細検索条件非表示」ボタンをクリックしてください。 

・［調査依頼・回答受信(R) 一覧］画面 

・［調査回答・回答送信(A) 一覧］画面 

・［原産資格調査(D) 一覧］画面 

・［FTA 対象品(輸出品)(E) 一覧］画面 

・［FTA 対象品(構成品)(P) 一覧］画面 

 

【検索項目の入力】 

1) 完全一致項目の例 

-完全一致の検索条件を複数設定できます。 

-検索条件は選択肢から選びます。  

2) 日付選択の例 

-手入力で日付を入力、もしくはカレンダーから日付を

選択します。 

3) 部分一致の例 

-必要情報を入力のうえで「検索」をクリックします。 

大文字と小文字は区別されます。 

4) 検索結果をクリアするには「検索条件クリア」をクリック

し、再度「検索」を行います。 

 

 

 

  

1） 

 
 
 
 
 
 

2） 

3） 

 4) 

◆仕入先コードでの検索について 
検索対象は仕入先コードのみです。 
仕入先コードの右側に表示される企業 ID や企業名等は参考情報としての表示のため、この参考情報を区
別して検索することはできません。 
JAFTAS 外資料取込時に登録いただいた仕入先コードの場合、企業名等の参考情報は表示されません。 
削除した仕入先コードでも、削除済仕入先コードで ID を作成済の場合に限り検索可能です。 
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◆各種ダッシュボードについて 

 

-ダッシュボードとは、各業務を下記毎にマトリクス化した一覧です。 

 列：業務のステータス 

 行：仕入先（納品先） 

ダッシュボードを確認することにより、各業務の進捗状況

を把握することができます。 

 

-ダッシュボードは下記のメニューに設定されています。 

＜調査依頼・回答受信（R）＞ 

＜調査回答・回答送信（A）＞ 

 

-ダッシュボード内の青数字リンクをクリックすると、該当する 

データに絞り込みが行われた一覧に遷移します。 

◆ダッシュボードの数字はアーカイブされた
ID も含みます。 
ダッシュボードと一覧画面の件数が合わな
い場合は、各一覧にて アーカイブ済みの
ID も表示 にチェックを入れてください。 
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共通 I-6）操作の注意点 
 

◆インポート機能と利用に関しての注意点 

 

【インポート機能が設定されているメニュー】 

下記メニューについては、一括で情報を JAFTAS へイン

ポートすることが可能です。詳細は各業務での説明と、

別添資料 1)インポートデータの仕様について をご参照

ください。 

 

※インポートエラーが発生しましたら、エラーが発生してい

ないデータもインポートされません。メッセージに従って

データ修正し、再度全件インポートし直してください。 

 

 

インポートの対象メニュー インポート項目 説明 

＜FTA 対象品(輸出品)（E）＞ 調査対象品登録 調査対象品（輸出品）の登録 

＜FTA 対象品(構成品)（P）＞ 調査対象品登録 調査対象品（構成品）の登録 

＜調査回答・回答送信（A）＞ 一括受付 調査回答の受付 

＜原産資格調査（D）＞ FTA 用 BOM 構成品の登録 

FOB/EXW 調査対象品の FOB/EXW 価格登録 

＜入力補助マスタ＞ 輸出品/構成品 輸出品/構成品情報の登録 

品番 HS コード HS コード情報の登録 

品番変換 依頼者品番と自社品番の紐づけ情報の

登録 

品番仕入先 自社品番に対する仕入先情報の登録 

生産拠点 生産工場名・住所等の登録 

支給品 自社品番に対する支給品情報の登録 

＜原産資格証明書（I）＞ 輸入者情報 証明書に記載する輸入者情報の登録 

＜取引企業管理＞ 仕入先追加申請・

招待 

JAFTAS で原産資格調査を依頼したい

仕入先の登録 

＜ユーザー設定＞ ユーザー情報 新規ユーザーの登録 

グループ情報（仕分

けルール） 

仕分けルールの登録 

  

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01.pdf
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【インポートファイル形式】 

・各種インポートファイルについては、該当の画面よりテキ

スト ドキュメント (.txt)にてダウンロードできます。 

※表計算ソフトを使用して編集する場合は、「プログラム

から開く」より表計算ソフトを選択の上、ダウンロードフ

ァイルを開いてください 

 

【インポートフォーマット作成のポイント】 

-表計算ソフトを使用する場合 

・セルの書式設定「文字列」にてご作成ください。 

※Excel でセルの書式設定を「数値」で保存すると  

不要なスペースが入ることがあります。 

・半角スペース、“（ダブルクォーテーション）は、入力

データの冒頭、末尾には使用できません。 

※インポート時に自動削除されます。 

・入力データの途中に“（ダブルクォーテーション）が含

まれるデータを、Excel で編集しインポートする場

合、正しく取り込まれない可能性があります。 

※右図◆テキストエディタを使用する◆に従ってファイ

ルを作成してください。 

 

-必須入力項目 

インポートデータの必須項目について、基本的には個

別登録を行う際と同様となります。 

個別登録の必須項目については各説明詳細をご参

照ください。 

別添資料 1)インポートデータの仕様について もご参

照ください。 

 

-項目「最新日時～予備項目」 

    インポートフォーマットへの記載はありますが、インポート

後に JAFTAS 画面へは表示がされません。JAFTAS

の今後の拡張時に使用する予備項目です。 

 

【インポートの重複確認】 

-ファイルの重複防止 

・一度ファイルをアップロードすると、同一ファイル名では

【ファイル重複防止対応のフォーマット】 

・FTA 対象品（輸出品） 

・FTA 対象品（構成品） 

◆テキストエディタを使用する◆ 
・インポートする該当データのセル（最上行
の項目名を含む）をコピー（Ctrl＋C）し
ます。 

・テキストエディタ（メモ帳など）を開き、直
接ペースト（Ctrl+V）します。ペーストの
形式を指定しなくても、タブ区切りでペース
トされます。 

※ファイル名に指定がある場合には該当の
ファイル名を頭につけます。 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01.pdf
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再びアップロードすることはできません。 

 

-項目の重複防止 

・一度インポートされたデータにおいて、キー項目が同

じ場合、アップデート時のデータに更新されます。 

・キー項目については、別添資料 1)インポートデータ

の仕様について をご参照ください。 

   

 

-インポートではなく登録をする ※重複防止機能なし 

・キー項目はないため、同一の内容のデータであっても

何度も登録することが可能です。 

 

-HS コード履歴の自動蓄積 

・原産資格調査にて使用した構成品の HS コードにつ 

いては、履歴が自動的に蓄積されるため、内容が同じ 

データでも何個でも登録されます。 

 

 

◆データのダウンロードに関しての注意点 

  

・JAFTAS からダウンロードしたテキストファイルを Excel か

ら開こうとすると、日本語として認識されず文字化けが発

生することがあります。 

その場合は Excel にて「テキストファイル」をクリックしていた

だき、言語が日本語になっているかご確認ください。 

 

・また、ダウンロードしたデータをそのまま Excel から開くと、 

“”（ダブルクォーテーション）によりデータが正しく表示され

ない場合があります。 

データを開く際は下記の方法を推奨いたします。 

 

①Excel を新規ファイルとして開きます。 

 

②「データ」タブをクリックし、「テキストまたは CSV から」をク

リックします。 

 

【項目重複防止対応のフォーマット】 

・FTA 用 BOM/構成品一括取込 

・FOB/EXW 

・入力補助マスタ 

－輸出品/構成品 

－品番変換 

－品番仕入先 

－生産拠点 

－支給品 

【都度登録をする業務メニュー】 

・FTA 対象品 

・調査依頼・回答受信 

・調査回答・回答送信 

・原産資格調査 

・原産資格証明書 

◆過去に原産資格調査で使用した構成
品の HS コードがデータとして蓄積される
ので、辞書のように参照することができま
す。 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01.pdf
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③開きたいテキストデータを選択し、右下の「インポート」

をクリックします。 

 

④右の画面が表示されます。 

文字コードが「932：日本語（シフト JIS）」となって

いるのを確認し、右下の「読み込み」をクリックします。 

 

⑤「名前を付けて保存」で Excel 形式にも保存可能です。 

   

・JAFTAS では、以下の 3 種類のデータダウンロードが設

定されています。 

 

【テキストファイルダウンロード】 

-一覧ダウンロードは「タブ区切りテキストファイル」でダウン

ロードされます。 

 

【表計算（Excel）ファイルダウンロード】 

-＜原産資格証明書(I)＞は「Excel フォーマットファイル」

でダウンロードされます。 

 

【Zip ファイルダウンロード】 

-＜原産資格調査(D)＞で作成される各種資料や添 

付書類は Zip ファイルでまとめられた形式でダウンロー 

ドされます。 

-Zip されたファイルを開く際に使用する解凍ソフトウェア 

によっては、中のファイルのタイトルに文字化けが発生 

することがあります。 

 

◆ファイルの添付に関しての注意点 

 

Google Chrome と Microsoft Edge の仕様により、ファイル名に半角チルダ（~）が含まれると、ダウンロ

ード時に半角アンダースコア（_）に変換されますのでご注意ください。 

  

◆文字化けする場合、下記方法で開封 
をお試しください。 

Zip ファイルを右クリック→ 
「プログラムから開く」を選択→ 
エクスプローラー経由で開く 
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◆画面の遷移と文字入力に関しての注意点 

 

【ブラウザのバックボタン】 

・不具合が生じる恐れがあるため、ご利用をお控えください。 

 

【文字入力の制約】 

・半角英数字や全角指定の文字入力項目において、

絵文字での入力は不可となっており、当該文字を入

力すると画面が遷移しませんのでご注意ください。 

 

 

◆「メール作成」ボタンに関しての注意点 

 

画面右下部に「メール作成」がある業務では、操作中の依頼・回答に関する情報を自動転記したメールを作

成することができますが、お使いの PC 上のメールソフトの設定によっては、自動でメールソフトが起動しない場

合があります。 

普段お使いのメールソフトが起動するよう、設定をご確認ください。 

 

 

◆各業務の「作業担当者」について 

 

各種画面(輸出品/構成品登録、依頼、回答、原産資

格調査)詳細上部にある「作業担当者」で作業を行う実

担当者名を選択します。 

※画面上部にある「作業担当者」欄は、「いま当該業務

を担当しているユーザーは誰か」という目印として用いる

ものです。 

※作業担当者に選択できるユーザーは、対象画面の「入

力可能権限」「確定可能権限」を持つユーザーのみで

す。ユーザー権限については、共通機能Ⅱ-2)JAFTAS

ユーザーとグループについて をご参照ください。 

 

  

◆環境依存文字は、画面上では表示さ
れますが、データとして正しく保存されま
せん。ご利用をお控えください。 

＜環境依存文字の例＞ 
・省略文字（㈱や㏍など） 
・単位（㍉など） 
・修飾数字（①など） 
・ローマ数字（Ⅷなど） 

◆画面上部の「作業担当者」は作業の分
担を設定する、ユーザーの勤怠などにより
適宜書き換えを行うなど、社内の業務フ
ローに合わせて効率的にお使いください。 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common02.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common02.pdf
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◆ファイルの添付と容量について 

 

以下の各種画面では、特定のステータスの場合において、依頼者または回答者へ送付する資料や、原産資

格調査の補足資料、社内保管資料等を JAFTAS へアップロードいただくことが可能です。 

 

画面名 添付可能な資料 ファイル数 最大容量 

調査依頼・回答受信（R）編集 回答者へ送付する資料※ 5 3MB 

調査依頼・回答受信（R）手動登録 社内保管資料 5 3MB 

サプライヤー証明書※ 1 3MB 

調査回答・回答送信（A）編集 依頼者へ送付する資料※ 5 3MB 

原産資格調査（D）編集 原産資格を明らかにするための資料 5 3MB 

社内保管資料 5 3MB 

原産資格調査（D） 

調査対象構成品 編集 

構成品の原産資格を明らかにするた

めの資料 

5 3MB 

※依頼者または回答者へ送付される資料です。
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共通 I-7）アーカイブ機能 
アーカイブ機能を使うと、対象の ID を各一覧画面から非表示にする事ができます。 

誤って ID を作成してしまった場合や、操作において不要になった ID がある場合にご使用ください。 

 

-アーカイブ機能は下記のメニューに設定されています。 

＜調査依頼・回答受信（R）＞ 

＜調査回答・回答送信（A）＞ 

＜原産資格調査（D）＞ 

＜FTA 対象品(輸出品)（E）＞ 

＜FTA 対象品(構成品)（P）＞ 

＜原産資格証明書（I）＞ 

 

【アーカイブ方法】 

1) 各一覧画面より、アーカイブしたい ID の🔎マークを 

クリックします。 

 

2) 各［詳細］画面にて、画面右下の「アーカイブ」をクリ

ックします。 

 

3) ポップアップが表示され、「はい」をクリックすると対象 ID

がアーカイブされます。 

アーカイブした ID は、画面上部の画面名横にアーカ

イブマークが付きます。 

 

【アーカイブ解除方法】 

1) 各一覧画面にて、画面上部「☑アーカイブ済みの ID

も表示」にチェックを入れ、対象 ID を検索します。 

 

2) アーカイブ済みの ID は、各一覧の「アーカイブ」枠に〇

が付きます。 

アーカイブを解除したい ID の🔎マークをクリックします。 

 

3) 各［詳細］画面にて、画面右下の「アーカイブ解除」

をクリックします。 

 

4) ポップアップが表示され、「はい」をクリックすると対象 ID

がアーカイブ解除されます。 

◆アーカイブした ID を各メニューの一覧にて表
示させる場合は、「 アーカイブ済みの ID も
表示」にチェックを入れて検索を行ってくださ
い。 
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【アーカイブ まとめて操作】 

1) 各一覧画面にて、画面左の「まとめて操作」より「アー

カイブ」を選択します。 

 

 

 

2) アーカイブしたい対象 ID のチェックボックスに☑を入れま

す。 

※一番上のチェックボックスをクリックすると全選択できます。 

 

3) 選択が完了したら「実行」をクリックします。 

 

4) 表示されるポップアップにて「はい」をクリックすると、チェッ

クを入れた対象 ID が一括でアーカイブされます。 

 

 

【アーカイブ解除 まとめて操作】 

1) 各一覧画面にて、画面上部「☑アーカイブ済みの ID

も表示」にチェックを入れ、対象 ID を検索します。 

 

2) 各一覧画面にて、画面左の「まとめて操作」より「アー

カイブ解除」を選択します。 

 

 

 

3) アーカイブ解除したい対象 ID のチェックボックスに☑を

入れます。 

※一番上のチェックボックスをクリックすると全選択できます。 

 

4) 選択が完了したら「実行」をクリックします。 

 

5) 表示されるポップアップにて「はい」をクリックすると、チェッ

クを入れた対象 ID が一括でアーカイブ解除されま

す。 

 

 

 

まとめて操作 

： 

アーカイブ 

： 

 

まとめて操作 

： 

アーカイブ 

アーカイブ解除 

アーカイブ解除： 

◆まとめて操作の「アーカイブ解除」は、「
アーカイブ済みの ID も表示」にチェックを
入れて検索した場合のみ表示されます。 
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◆アーカイブした ID は、依頼再利用/原産資格調査再利用/原産資
格調査複製等の ID 再利用・複製の対象から除外されます。また、
アーカイブ後は編集以外の操作は行わないようお願いいたします。 

 
◆仕掛中の ID をアーカイブするとメニューバーの赤丸の件数カウントから

当該 ID が除外されます。 
なお、＜通知一覧＞および＜原産資格喪失通知一覧＞メニューに
ついては、通知の対応が済んでいない場合には、アーカイブした ID を
含む件数を引き続き表示します。 
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共通 I-8）HS コード特定に関する情報提供 
輸出品や構成品を登録する際、HS コード特定に便利な機能をご案内いたします。 

 

【HS LAB】 ※東京共同トレード・コンプライアンス web サイト内 2022 年 7 月より提供開始 

東京共同トレード・コンプライアンスが運営する HS コード特定サービスです。 

利用協定や検索ワードを入力すると、協定に合致する年版での HS コード候補が検索できます。 

また HS コードの特定後、選択した協定による関税削減額の算出（概算）を行うことができます。 

詳細については下記リンク先をご参照ください。 

https://jaftas.jp/hslab/ 

 

 

【「類項号情報表示」ボタン】 2022 年 10 月より提供開始 

［品番 HS コード 編集］画面にて HS 年版・HS コードを

入力後「類項号情報表示」をクリックすると、入力した情報に

基づいた HS コード分類情報を表示する事ができます。 

品名の説明文に加え、部注や類注等も簡便に確認する事

ができます。 

 

 

 

 

 

 

※ご不明点等ございましたら、JAFTAS サポートデスクまでお気軽にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

https://jaftas.jp/hslab/
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＜更新履歴＞ 

Ver1.1→1.2 

P10（I-5）：発行 ID について追加 

 

Ver1.2→Ver.2 

P3（I-1）：動作環境のソフトウェアに関する説明をウェブサイトの表記に統一 

P9（I-5）：トップページ各種ボタンについて追加 

P11（I-5）：左メニューに「よくあるご質問集」「操作説明会 Q&A」を追加 

P16（I-5）：検索項目について追加 

P16（I-5）：グループ設定されたユーザーの一覧操作（フィルタ）について追加 

P18（I-6）：インポートエラーについて追加 

P20（I-6）：テキストファイルダウンロード時の注意点について追加 

 

Ver.2→Ver.3 

P21（I-6）：データダウンロードの際の注意点を追加 

P21（I-6）：環境依存文字について注意点を追加 

 

Ver.4→Ver.5 

P11（I-5）：JAFTAS Lite 契約情報について追加 

P22（I-6）：作業担当者の選択について追加 

 

Ver.5→Ver.5.2 

P22（I-6）：ファイル添付時の注意点について追加 

P10（I-5）：お知らせについて追加 

 

Ver.5.2→Ver.6 

P24（I-7）：アーカイブ機能について追加 

 

Ver.6→Ver.7 

P3（I-1）：動作環境から Microsoft Internet Explorer を削除 

P9（I-5）：画面修正に合わせて画面キャプチャ等修正 

P26（I-8）：HS コード特定に関する情報提供について追加 

 

Ver.8→Ver.8.1 

全体：一覧の画面修正に合わせ、一覧の画面キャプチャを修正 

P3（I-2）：画面とブラウザの設定方法について修正 

P6（I-4）：◆ログイン、◆初回ログインについて記載内容を一部修正 
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P15（I-5）：◆JAFTAS がシステムとして保持するマスタについての協定コードについて※を追加 

P18（I-5）：日付選択の例について加筆、仕入先コードでの検索について💡を追加 

P20（I-6）：インポート対象メニューを表形式へ修正 

P21（I-6）：【インポートフォーマット作成のポイント】を加筆、💡を追加 

P25（I-6）：◆ファイルの添付と容量について追加 

P28（I-7）：アーカイブ時のメニューバーの件数カウントについて💡へ追加 

 

Ver.8.3→Ver.8.4 

P7（I-4）：パスワードの変更について説明を修正 

P12（I-5）：Ｒ、A、D のメニューの色を画面の色に合わせ修正 

 

Ver.8.4→Ver.8.5 

P9（I-5）：トップ画面のキャプチャと説明を修正 

P10（I-5）：2）としてタスクリストの説明を追加、お知らせの説明を 2）から 3）へ修正、3）として記載のあ

ったアカウント企業へのお知らせを削除 

P19（I-5）：画面修正に合わせ画面キャプチャを修正 

P26（I-7）：画面修正に合わせ画面キャプチャを修正 


